
平
成
二
十
七
年
六
月
十
七
日

参

議

院

地

方

・

消

費

者

問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会

地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一
、
人
口
減
少
を
克
服
し
、
地
方
創
生
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
必
要
な
予
算
の
確
保
を
始
め
、
一

層
の
支
援
措
置
の
拡
大
等
に
努
め
る
こ
と
。

二
、
本
法
施
行
後
三
年
の
見
直
し
に
合
わ
せ
、
特
に
地
方
活
力
向
上
地
域
特
定
業
務
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
効
果

に
つ
い
て
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
の
目
的
に
あ
る
「
東
京
圏
へ
の
人
口
の
過
度
の
集
中
を
是
正
」
す
る
観
点
を
踏
ま

え
検
証
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
地
方
活
力
向
上
地
域
の
範
囲
も
含
め
た
規
定
の
見
直
し
を
行
う

こ
と
。

三
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
等
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
よ
る
地
域
活
性
化
政
策
を
中
軸
に
据
え
た
国
の
長
期
計
画
を
、
地
域
住
民
の

視
点
に
立
っ
て
検
討
す
る
こ
と
。

四
、
地
方
経
済
の
再
生
、
雇
用
の
創
出
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
各
省
庁
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
施
策
を
地
方
の
視
点
か

ら
調
整
し
、
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
政
府
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
。

五
、
中
山
間
地
域
等
で
は
、
人
口
減
少
に
伴
い
、
住
民
の
生
活
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
提
供
に
支
障
が
生
じ
て
き
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え

医
療

介
護

教
育

ガ
ソ
リ
ン

電
力

金
融

通
信

交
通

郵
便
な
ど
に
係
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー

、

、

、

、

、

、

、

、

、

ビ
ス
の
提
供
に
関
し
、
そ
の
維
持
・
確
保
の
た
め
の
手
段
及
び
責
任
の
所
在
等
に
つ
い
て
、
各
省
庁
の
施
策
を
一
体
的
に
捉

え
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
基
本
的
在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
。

六
、
地
域
医
療
構
想
の
策
定
や
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
当
た
っ
て
は
、
子
育
て
世
代
や
働
く
世
代
な
ど
各
世
代
の

医
療
・
介
護
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
地
方
へ
の
人
口
移
動
を
促
進
す
る
よ
う
な
地
域
医
療
・
介
護
提
供
体
制
が
整
え

ら
れ
る
よ
う
各
省
庁
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


